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【1】---  教員コラム 15 弾 第 9 回「図書室の思い出と図書館への期待」 

         外科学教室消化器外科部門/岡本和真 

……………………………………………………………………………………………… 

 

 人生で初めて図書室を訪れて本を借りたのは、小学校 3 年生の頃だったと思う。精いっ

ぱい背伸びをして本棚の上の方にある本を取り出して借りたように記憶している。「シート

ン動物記 灰色ぐまワーブ」という本だった。親を失い一人ぼっちになった子グマのワーブ

はやがて大きくなって森の王者になる。クマは自分の縄張りであることを示すために木の

幹に自分の背中をこすりつけ、においを付けるらしい。その際、木の幹のより高いところに

においをこすりつけた熊の縄張りになるという。ワーブは体が大きく、その森の中ではワー

ブよりも高いところににおいをこすりつけられる熊はいなかった。ある日、ずる賢い熊がや

ってきて足台に乗り、ワーブよりも木の幹の高いところに背中をこすりつけた。そのマーキ

ングに気づいたワーブは自分よりも大きいオス熊が森にやってきたと思い込み、寂しく森

を出ていくという話だった（はず）。なんとずるい熊がいるのだ、ワーブはとても可哀そう

だと思い、小学 3 年生くらいだった自分には衝撃的な内容だった。以後、シートン動物記は

借りなかったし、図書室で本も借りなくなったように思う。 

 大学に入学して歴史物を好んで読むようになったが、最近は自分の時間がなかなか取れ

ずほとんど本は読めていない。しかしながら、今春からは本を読む時間が出来そうなので嬉



しくなり「京都の凸凹を歩く」という本を購入した。この本を読みながら京都を歩きたいと

思う。もちろん、途中で美味しいスイーツを食べながら。その散策の中で新しい京都を発見

し、新しい課題や疑問が生じたら図書館やインターネットで調査し真実に到達する自分を

想像して期待に胸を膨らませている。大学を離れる私にとって図書館を利用するためには

図書館がアウトリーチサービスを充実してくれることを期待する。 

 最後に、創立 150 年以降の本学を支え、本学をさらに発展させていくのは間違いなく本

学に入学してくる優秀な学生たちである。その学生たちにとって本学の図書館が、新たな課

題解決のための情報探索の拠点となり、自主的な学習の場として学生たちに利用されるこ

とで彼らが成長し、次世代の指導者、研究者、そして医療者となって世界で躍動することを

切に願う。 

 

※教員コラム第 15 弾は今号で終了です。今年度は、図書館長（新任）、病院長、2020 年度

教授に就任された先生方、図書館運営委員（准教授）の先生方に、図書館や本に関する興味

深いエッセイを書いていただきました。9 名の先生方、ありがとうございます。(編集子)過

去の教員コラムは、こちらです。 
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【2】--- 橘井に大学年史を追加しました  

……………………………………………………………………………………………… 

 

 これまでデジタルアーカイブに掲載していた本学年史を、京都府立医科大学リポジトリ

橘井(きっせい) にて公開しました。 

『京都府立醫科大學八十年史』 

『京都府立医科大学百年史 : 1872-1972』 

『京都府立医科大学創立百二十五周年記念誌』 

『京都府立醫科大學創立百三十五周年記念誌』 

創立 150 周年を迎える今、本学の歴史を再確認してはいかがでしょうか。 
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【3】--- 2022 年の電子ジャーナル購読タイトル情報 

……………………………………………………………………………………………… 

 

2022 年の購読タイトルは、ほぼ 2021 年から継続した内容で利用いただけます。 

 

https://www.kpu-m.ac.jp/k/library/webservice/mailnews.html
http://id.nii.ac.jp/1327/00001032/
http://id.nii.ac.jp/1327/00002556/
http://id.nii.ac.jp/1327/00002557/
http://id.nii.ac.jp/1327/00002558/


◆電子ジャーナル追加 

・Blood Cancer Discovery（AACR パッケージに追加） 

・看護教育（冊子体に加え、電子ジャーナルでも 2000 年以降の記事が閲覧可能  

 となりました。同時アクセス数 1 https://my.islib.jp/login でログイン→ID/PW 入力） 

 

◆出版社を変更するタイトルがありますが、これまでどおり閲覧可能です。 

・Neurosurgery（Oxord University Press→LWW Ovid に移管) 

・Journal of the American College of Surgeons(JACS)  （Elsevier→LWW Ovid に移管） 

・Stem Cells（WILEY→Oxford University Press に移管)  
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【4】---令和 3 年度第 3 回企画展示＜時のすすみかた＞展開催中 

……………………………………………………………………………………………… 

 

■期間：2022/1/17(月)～1/31(月) 

■場所：附属図書館 1 階 特設展示コーナー 

■展示一覧：こちら  

■ポスター：こちら  

 

 江戸時代、日本人は不定時法により、昼夜の時間を各六等分した時刻で生活していました。

お雇い外国人から「悠長さに呆れる」と記されるほど、のんびりしていたようです。今や日

本人は時間の節約、時間厳守と、ますます忙しくなっているように思います。（『遅刻の誕生

より』）『ドイツ人はなぜ、1 年に 150 日休んでも仕事が回るのか』『生物時計のはなし』『労

働時間制度と 36 協定』などを参考に、時間ドロボウの正体を見極め、『時間を取り戻す』し

てみませんか。 

 岡崎にある京都府立図書館から図書を提供していただき、本学所蔵資料と共に展示して

います。本学資料は貸出可。府立図書館の資料は貸出ができません。 
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[Book Review] 

……………………………………………………………………………………………… 

 

林完次著「宙の名前」（角川書店 1999） 

 

https://bloodcancerdiscov.aacrjournals.org/content/by/year
https://webview.isho.jp/journal/toc/00471895/62/12
https://www.kpu-m.ac.jp/k/library/shozousiryou/gakugairiyo/files/OJpassword.pdf
https://ovidsp.ovid.com/ovidweb.cgi?T=JS&NEWS=n&CSC=Y&PAGE=toc&D=ovft&AN=00006123-000000000-00000
https://ovidsp.ovid.com/ovidweb.cgi?T=JS&NEWS=n&CSC=Y&PAGE=toc&D=ovft&AN=00019464-000000000-00000
https://academic.oup.com/stmcls
https://booklog.jp/users/kpumlib/
https://www.kpu-m.ac.jp/k/library/news/2022/files/29419.pdf


 冒頭「月に祈りをささげ 星に願いをかけた 祖先たちに・・・」と始まる"歳時記風天体

図鑑"。月や星など夜の宙(ソラ)にまつわる言葉を写真とともに紹介しています。 

 天文学とかそういう難しいことはわからないけれど、響きの美しい宙の言葉や深い藍色

に散りばめられた瞬く星たちの写真にうっとりしながら、遥か彼方に想いを馳せたりして

しまいます。(すぐその気になる。) そして夜空を見上げてみようと思ってしまう本なので

す。(Y.M)（2 階閲覧室 440||H） 

 

        KPUM Library Booklog：http://booklog.jp/users/kpumlib  

       この本のページ：https://booklog.jp/item/1/4048544837  

 

……………………………………………………………………………………………… 
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